
大人は子供の環境

私は，現在，薩摩川内市内の官舎から，毎朝車で通勤しています。途中，小学校の子供たちが行
き交うある交差点で，決まって目にする光景があります。
それは，子供たちに笑顔で声をかけ，語りかけ，立哨指導をしているある男性の姿です。雨の日

でもカッパを着て，旗を片手に立哨指導をしながら，楽しそうに子供たちに声を掛けていらっしゃ
います。聞くところによると，その方は長い間，この立哨指導を続けておられるとのこと。このよ
うな方がいてくださるから，子供たちは，毎日安心して通学できるのだろうと思います。
鹿児島市の前勤務先でも，車で通勤していました。
その頃，よく目にしたのは，通学中に信号待ちをしている子供たちの横を，「平気な顔をして赤

信号を渡って行く大人の姿」でした。歩きだったり自転車だったりと，人それぞれでしたが，その
姿は「子供たちの目にどう映っているのだろう。」と思うものでした。
私の子供時代（四十年くらい前かな）を思い返すと，いつも大人に見守られ（見張られ？）てい

たような記憶があります。当時，横断歩道の無い道路を渡ろうとしたり，青信号の点滅で渡ろうと
したりする子供たちもいましたが，必ず，それを見かけた大人から，
「こら，そこは横断歩道ではないが！」
「赤になるから危ないだろ！」
と，怒鳴られたものです。社会生活という実体験の中で，「これは，悪い行いだ。」と気付かされて
いたのだと思います。
今は，よかれと思って知らない子供を注意したり，声を掛けたりすると，親からクレームがあっ

たり，不審者と疑われたりするなど，何かと難しい時代になってきました。
けれども，声に出さなくても，行動で示すことはできます。
毎朝，笑顔で立哨指導をしてくださる大人がいる一方で，子供の前でも平気で信号を無視し，道

を渡る大人。
子供は，毎日，たくさんの大人を目にしながら生活しています。毎日毎日たくさんの大人の行為・行

動を見るという積み重ねが，子供の心に影響を与えているのだと思います。
大人は，子供の環境なのです。

北 薩 教 育 事 務 所
管理課長 三上 修

友達に教え，考えている様子

本校は，今年度から「自分の思いや考えをもち，豊かに表現する子供の育成～主体的・対話的な
算数科の学習を通して～」をテーマに研究を進めています。

コの字型で授業を行うことで，
自由な雰囲気で教え合うなど学び
方の幅が広がってきました。表情
豊かに反応し合い，共に学ぶ充実
感が生まれています。また，「対話」
の時間を意図的に設定することに
よって，子供たちはより自由に，
積極的に意見交換を行い，楽しく，
効果的な言語活動ができるように
なってきました。

３年以上の複式・単式学級で
は，教室の座席配置をコの字型
にして授業を進めています。
授業中の友達の表情等で，友

達の学習の様子や進捗状況等を
感じ取りながら，意見交換を活
発に行うことができます。

〈教育事務所から〉
西目小学校では，子供が中心と

なって，しかも協働して多声的な
授業が展開されるよう工夫されて
います。対話するよさを子供が実
感し，教室に学ぶ楽しさが広がっ
ています。

子供が主役となる学びの場面
では，お互いの考えを出し合い
聴き合う「対話」の時間を設定
しています。意見を出し合った
り，友達と教え合ったりする中
で，思考の練り上げがなされ，
自分の考えを深めています。

複式学級での「コの字型」座席

「コの字型」の座席配置による授業（３・４年）

友達に教え，考える時間の確保（６年）
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【かごしま学校応援団推進事業】

学校支援ボランティアの協力があれば，学校の教育活動の
幅が広がり，大きな教育効果を生むことが期待されます。

〈学校：こんな支援が必要！〉 〈地域：子供のために役立ちたい〉

・校外学習の引率補助
・家庭科の裁縫の補助
・地域素材を使った学習補助
・図書室の環境整備
・部活動でのアドバイス

・登下校の安全パトロール
・本の読み聞かせ
・戦争体験や地域の歴史談話
・少人数学級への授業参加
・花植えや野菜作り

○ 交通違反は，重大事故に繋がることを意識し，率先して交通ルール
を守り，安全運転に努めましょう。

○ 車間距離を十分にとり，常に危険予測をしながら適度な緊張感を
もって運転しましょう。

○ 運転をする時は，余裕をもった時間設定をし，イライラせずにゆ
とりをもった運転に努めましょう。

２学期になり，管内において交通事故・交通違反が立て続けに発生しています。
交通事故については，油断による前方不注意に起因するものであり，危険を

予測し，安全確認を怠らずに運転していれば防げたものです。
また，交通違反についても，急ぐあまりに速度標識や速度計の確認を怠った

ことに起因するもので，心や時間に余裕をもち，安全運転に心掛けていれば防
げたものです。
２学期は，行事等も多く精神的にも肉体的にも疲労が溜まり，交通事故等が

多発する傾向にあります。

９月20日
に地区校長
研修会を開
催しました。
県立図書
館館長の原
口泉先生を
講師にお招
きし，「明
治維新150
周年と西郷隆盛」の演題で御講演をいた
だきました。明治維新において，西郷隆
盛や薩摩藩が果たした役割など，日頃な
かなか聴けない貴重なお話を拝聴するこ
とができました。本地区では今後も，北
薩のよき伝統と教育風土を活用して，故
郷を学び，故郷に学ぶ「郷育」を推進し
ていきます。

本地区の学力の概況は，上
の表のとおりです。小学校が
やや県・全国を下回っていま
すが，中学校では県平均と同
等です。知識の活用を問う問
題にまだ課題が残ります。
また，本地区の子供たちは

基本的生活習慣が大変よく身
に付いており，規範意識が高
く，社会参画の関心・意欲も
高いです。子供たちのよさを
更に伸ばしていきましょう。

原口泉先生の痛快で親しみやすい語り口に皆が聴き入っていました。改めて，西郷隆盛の偉大さと薩摩藩の
偉業について理解を深めることができました。来年は明治維新150周年を迎え，大河ドラマ「西郷どん」の放

送も始まります。郷土のよさを知り，郷土への関心を高めるよい機会と捉え，郷育の充実・発展につなげていきましょう。

編集後記

地域には，「子供たちの教育のために役立ちたい」という
住民の方々がいます。「こんな人がいたら・・・」と思ったら，
学校支援地域本部の地域コーディネーター，または各市町
教委に問い合わせてみましょう。

平成29年度 全国学力・学習状況調査結果から（本地区）

教師の発話は，基本的
に「発問」「指示」「説明」
から成る。「発問」は言葉
を吟味し，一度でしっか
り伝える。「指示」は短く
明確に。「説明」は要点や
キーワードを押さえなが
ら。他に「称賛」「切り返
し」等もある。自分は今，
何を話しているか意識す
ることが大事である。

教師の発話を意識する。


